
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

～
交
通
手
段
～

自
家
用
車
の
所
有
者
と
自
動
車
に
乗

り
た
い
人
を
結
び
つ
け
る
移
動
手
段

で
あ
る
。

日
本
で
は
、
海
外
の
よ
う
に
一
般
ド

ラ
イ
バ
ー
が
有
償
で
顧
客
を
送
迎
す

る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
た
め
、
一
部
の
地
域
を
除

い
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、

今
年

月
か
ら
条
件
付
き
で
利
用
で

4

き
る
よ
う
に
な
る
。

現
状
か
ら
考
え
て
、
末
崎
町
に
は

ど
ん
な
交
通
手
段
が
最
も
望
ま
し
い

の
だ
ろ
う
か
。
現
在
、
市
が
提
案
し

て
い
る
の
が
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
で

あ
る
。
こ
の
デ
マ
ン
ド
型
交
通
に
つ

い
て
は
、
以
前
に
紹
介
し
て
い
る
の

で
省
略
す
る
が
、
市
内
で
は
日
頃
市

と
越
喜
来
で
実
施
し
て
い
る
。
次
に

自
動
運
転
に
よ
る
ミ
ニ
バ
ス
の
運
行

で
あ
る
。
運
行
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る

が
事
故
等
の
発
生
で
一
時
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
現
段
階
で
は

課
題
が
あ
り
、
よ
り
進
化
（
技
術
の

進
歩
と
法
整
備
等
）
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
交
通
問
題
に
つ
い
て
は
、
科

学
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
電
気
自
動

車
に
よ
る
自
動
運
転
・
運
行
が
主
流

に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に

至
る
ま
で
は
、
実
情
に
合
っ
た
交
通

手
段
を
と
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
止
む
を
得
な
い
。

※
当
日
は
、
県
立
高
田
高
等
学
校
茶

道
部
の
顧
問
の
先
生
と
生
徒

名
か

2

ら
参
加
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
又
、

親
子
茶
道
教
室
に
参
加
し
た
後
藤
彩

依
ち
ゃ
ん(

年
生
）
も
手
伝
っ
て
い

4

ま
し
た
。

★
末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会

主
催
ふ
れ
あ
い
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
大
会
結
果

月

日
（
火
）
ふ
る
さ
と
セ
ン

1

23

タ
ー
体
育
室
で
男
女

名
の
参
加
に

22

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

村
上
義
孝

及
川
タ
キ

準
優
勝

澤
下
隆

菅
野
末
榮
子

第
三
位

羽
根
川
弘
道

田
畑
タ
カ

参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。

路
線
バ
ス
の
乗
車
率
の
低
下
が

続
い
て
い
る
。
運
賃
収
入
が
減
少

し
、
運
営
会
社
の
経
営
も
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。
従
業
員
の
待
遇
も

改
善
で
き
ず
運
転
手
の
な
り
手
が

い
な
い
。
運
転
手
不
足
に
も
陥
っ

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
運
行
本
数
を

減
便
す
る
措
置
が
と
ら
れ
利
用
者

に
大
変
な
影
響
が
出
て
い
る
こ
と

が
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。

我
が
町
に
関
わ
っ
て
は
、
昨
年
の

暮
れ
に
県
交
通
の
陸
前
高
田
線
が

廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
。
現
在
碁
石
線
が
市
の
補
助
金

で
な
ん
と
か
維
持
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
も
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て

い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。

ま
た
、
首
都
圏
で
は
、
タ
ク
シ

ー
不
足
で
夜
に
は
、
利
用
客
が
長

蛇
の
列
を
連
ね
て
い
る
現
状
が
放

映
さ
れ
、
そ
の
深
刻
さ
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
は
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
導
入
で
あ
る
。
す
で

に
諸
外
国
で
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
は
、R

id
e

（
乗

る
）S

h
a
re

（
共
有
す
る
）
こ
と
を

意
味
す
る
。
一
般
に
は
「
相
乗
り
」

や
「
配
車
サ
ー
ビ
ス
」
を
指
す
。

 

10 獅子舞・権現様・虎舞の幕について

(1) 虎舞の幕について
平の梯子虎舞の幕(まく)に、つる草のようなものに花

が描かれていて、何の花だろうと疑問に思い、他の獅子舞
等の幕についても調べたところ、牡丹(ぼたん)であること
がわかりました。
昔から獅子と牡丹は相性のいいものとして絵や彫刻に

施されています。
これまで深く考え
ることがなかった
が、知人の助言で、
もっと深い理由が
あるはずなので調
べてみて、と言わ
れインターネット
で調べたところ次
のような事が分か
りました。

(2) 獅子と牡丹について
百獣の王といわれる獅子にも弱みがあって、身体に寄

生する虫によってその命をも脅かされることがあります。
これが「獅子身中(しししんちゅう)の虫」といわれるもの
で、どんなに大きく力のあるものでも、内部の裏切りから
身をほろぼすことにもなる。という意味で使われますが、
本来は仏典から出た言葉と言われています。
その獅子身中の虫を活動させないためには、薬をのまな

くてはいけないの
ですが、その薬と
なるものが、牡丹
の花に溜まる夜露
(朝露)であり、そ
れゆえ、獅子は牡
丹の花の下で眠る
と言われています。
(紀)

獅子舞・権現様・虎舞等について

平組虎舞の幕 つる性の枝に牡丹

末崎町船河原の権現様 牡丹の花二輪

★
末
崎
の
昔
を
語
る
会
よ
り

春
の
研
修
視
察
の
ご
案
内

今
回
は
、「
馬
に
乗
っ
て
刀
を
差
し
て
歩

く
大
工
」
と
い
わ
れ
て
い
る
、
末
崎
町
平

の
新
沼
芳
松
氏
の
足
跡
を
た
ど
る
研
修

視
察
と
し
ま
し
た
。

１

日
時

年

月

日(

日
）

2
0
2
4

3

17

２

行
き
先

宮
城
県
登
米
市
東
和
町

「
華
足
寺
（
け
そ
く
じ
）
鱒
淵
（
ま
す
ぶ
ち
）

観
音
堂
」
宮
城
県
遠
田
郡
涌
谷
町

「
篦
岳
山
篦
峰
寺
」
（
の
の
た
け
さ
ん
こ

ん
ぽ
う
じ
）
の
宮
殿
」
、
「
涌
谷
（
わ

く
や
）
城
跡
」
、「
涌
谷
神
社
の
神
輿
」

「
黄
金
山
（
こ
が
ね
や
ま
）
神
社
」

「
天
平
ろ
ま
ん
館
」

３

参
加
費

、

円
（
バ
ス
代
の

2
5
0
0

一
部
）
当
日
車
内
に
て
お
受
け
致
し
ま
す
。

４

旅
行
日
程

時
末
崎
中
学
校
前
出
発

8

（
前
大
船
渡
市
農
協
末
崎
支
店
駐
車
場
）

５

参
加
申
込
み

（
定
員
は

人
と
し

40

ま
す
。
申
込
み
順
）

会
員
以
外
の
方
は
、
大
和
田
東
江

-29

、梅
澤
直

-
-

3
1
7
4

09
0
2
6
0
7
3
6

新
沼
紀
三

-

に

月

6
1

2
9
2
5
6
6

3

日
ま
で
に
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

5
人
未
満
の
場
合
は
中
止
と
す
る
こ
と
も

15あ
り
ま
す
。

６

昼
食
は
、
持
参
す
る
か
、
現
地
の
コ
ン
ビ
ニ

等
で
各
自
購
入

７

コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
感
染
防

止
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

★
末
崎
地
区
公
民
館
杯

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
結
果

令

和

年

月

日

（

金

）

6

2

16

ふ

る

さ

と

セ

ン

タ

ー

体

育

室

で

男

女

名

の

参

加

に

よ

り

開

催

29

さ
れ
ま
し
た
。

※

本

大

会

は

、

大

船

渡

市

立

中

央

公

民

館

と

末

崎

地

区

公

民

館

と

の

共

催

に

よ

る

も

の

で

す

。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

一
位

亀
井
勝
美

村
上
義
孝

新
沼
美
佳

二
位

梅
澤
孝
一

田
畑
タ
カ

佐
々
木
章

三
位

田
畑
基
雄

古
澤
範
雄

細
川
惠
子

参

加

頂

き

ま

し

た

皆

様

に

は

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

★
第

回
末
崎
町
民

15

ひ
な
祭
り

令
和

年

月

日
（
土
）
ふ
る

6

2

17

さ
と
セ
ン
タ
ー
和
室
で
末
崎
町
民

ひ
な
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受

け
て
中
止
し
て
お
り
ま
し
が
、
昨

年
度
よ
り
再
開
致
し
ま
し
た
。

当

日

は

、

末

崎

町

婦

人

会

、

食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会
、

茶
道
教
室
「
滝
田
」
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
実
施
。
当
日
は

名

41

の

多

く

の

方

々

の

ご

来

場

を

頂

き
、
盛
会
裏
に
終
了
致
し
ま
し
た

※
お
ひ
な
さ
ま
は
、

月

日
（
土
）

3

2

ま
で
飾
っ
て
お
り
ま
す
。
気
軽

に
ご
来
場
下
さ
い
。

但
し
、
日
曜
日
と
祝
日
は
休
館

と
な
り
ま
す
。
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